
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大すきなかたつむり 
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＜指導者の言葉＞ 

本校聴覚障害部門に通う幼児児童生徒は，聴覚障害の故に，耳から自

然とことばが入ってきにくいため，日頃から意図的かつ丁寧なことばの

指導を心掛けています。聴覚障害のある児童に豊かなことばを身に付け

させるために，特に大切なのは，「経験にことばを乗せる」ということ

だと考えています。児童の体験を通して，共感的なやりとりをする中で，

ことばを教えていくことを中心に取り組んでいます。 

この作文を作成する前に，生活科の授業をはじめ学校生活の中で，実

際に，児童がカタツムリを捕まえたり触ったりよく見たりする機会を多

く設けました。その体験をする際に，「怖かったけど，捕まえられたね！」

「触った感じはどんな感じがする？」「ぬるぬるするね。」といった言葉

掛けややり取りを，児童と積み重ねてきました。体験を通して，新しい

発見をしたことで，児童の「表現したい」「伝えたい」という気持ちが

膨らみ，観察シートや絵日記に記録することで，経験を文章化してきま

した。 

実際に作文を書いていく過程では，まず，児童が，観察記録や写真な

どを見たり教師と対話をしたりしながら，イメージマップに表しまし

た。次に，そこから書きたいことを選び，はじめ・中・おわりの組立メ

モに段落構成を記入した後，詳しく内容を考えていきました。このよう

に，経験や思考を視覚化，言語化しながら，順を追って整理することが

できるようにしています。 

 作文を書いた後も，児童は，カタツムリにかわいい名前を付けたり，

図画工作の授業でカタツムリの作品を作ったりして，カタツムリとのか

かわりから，活動を拡げてきました。また，ナメクジを発見して，「殻

のないカタツムリだ！」と驚き，「殻を落としてしまったのかな。」「赤

ちゃんだから殻がないのかな。」などと想像を膨らませて，自ら図書室

に調べに行ったり，他の人に質問したりと，「知りたい」という気持ち

が高まりました。さらに，調べたことを友達に伝えるなど，カタツムリ

との出会いから，児童の学習や知識，ことばが広がり，周りの人たちと

のかかわりも広がりました。このように，活動や他者とのかかわりを広

げていくことも，生きたことばを育む上で大事に取り組んでいます。 


